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と変化する漆器の様子を確認することができた。 
以上のように、本研究では微細な表面構造を持つ
対象物体のデジタルアーカイブに対して一定の成果
が得られた。しかし、今回は織物については平織り
の絹織物のみしか適用できていない。そのため、他
の織物への適用や検証には至っていない。また、漆
器については今回棗の形状を対象として反射特性を
計測したが、他の形状を持つ漆器へ適用できていな
い。そして、一般的に構造色を持つことでよく知ら
れる物体の光反射特性の推定と検証には至っていな
いなどの課題が残る。今後は微細構造によって構造
色が確認しやすい物体を対象とした、計測手法の改
良、CG再現手法の改良が求められる。  
本研究の成果の一部は長野大学紀要にまとめた。
また、日本色彩学会画像色彩研究会で学会発表した。 
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